障害のある女性の生きにくさに関する調査ご協力のお願い
2011年６月１日

DPI女性障害者ネットワーク代表　南雲君江
「障害や病気に加え女性であるために生きづらい・暮らしにくい」と感じたことはありませんか？『DPI女性障害者ネットワーク』は障害のある女性の多様な生き方が尊重され、自分らしく生きることができる社会を目指して当事者自身が声を発し、法律や制度、施策のあり方をめぐる様々な課題に取り組んできました。今回その活動の一貫として、障害女性の生きにくさの経験について調査を行なうことになりました。
障害や病気がある上に女性であることは、この社会の中で困難を重複して抱えていることであり、解決への道筋がより複雑になってしまうことも少なくありません。このような困難を私たちは『複合差別』と呼んでいます。今まで障害のある女性の問題について注目される機会は少なく、公的な調査も実施されることはほとんどありませんでした。そのため障害女性に特化した施策や支援のあり方も不十分といわざるを得ない現状があります。
私たちの生の現実を数多く蓄積し、問題の重要性を広く周知させるために、みなさんの実体験をお寄せいただきたいと思います。寄せられた情報の取り扱いはプライバシーの保護を厳守し、目的外の使用および個人が特定されるような公表は決して行ないません。
●調査の目的　
障害女性が出会う困難の実体験を集め分析することによって、問題解決のための方策を思考し、各種施策に有機的に反映させるための一助とします。
具体的には来年発行予定の冊子の基礎資料としたいと考えています。
●調査の対象
障害及び病気を持つ女性

※何らかの理由で障害のある女性自身が記入できない場合、本人の身近でその経験を直接見聞きした方が、可能な限り本人に確認しながら記入してください。

調査の趣旨をご理解いただき、回答にご協力くださる方は、別紙にご記入の上、FAX、郵送、またはメールで 2011年９月30日（金）までにご返送ください。皆さんのご協力を、よろしくお願いいたします。

＜お問い合わせ＞

　　　〒101-0054　　東京都千代田区神田錦町３－１１－８武蔵野ビル５Ｆ

特定非営利活動法人DPI日本会議気付　DPI女性障害者ネットワーク
（担当：鷺原[さぎはら]・島野［しまの］・佐藤[さとう]）

TEL　03-5282-3730　FAX03-5282-0017　E-mail　dpiwomen@gmail.com
ホームページ：http://dpiwomennet.choumusubi.com/
「障害のある女性の生きにくさに関する調査」にご協力いただける方へ
2011年６月１日
このたびは調査にご協力いただき、感謝申し上げます。
「障害及び病気のある女性の生きにくさに」とは、たとえば下記のようなことです。実際にあった例をあげました。
＊経験の例①　かつて、精神障害をもっていることを周囲にも知らせた上で、結婚生活を送っていました。服薬のため妊娠を避けていましたが、子どもができないことについて、舅から精神障害への差別的な言葉で非難され、とても悲しくて、以来、人に病気を隠すようにしています。

＊経験の例②　養護学校に通う娘が、通学バスで男性教諭から胸を触られました。娘が泣きながら訴えたので親の私から校長に話しましたが、無視されました。娘の心の傷は深いです。
＊経験の例③　利用するプールの障害者用更衣室は男女共用です。突然巡回の係員が入ってくることもあります。健常者用ならば女子更衣室に男性の係員が入ることはまずないはず。トイレも施錠できないシステムになっていて、毎回びくびくしながらトイレに入っています。
＊経験の例④　視覚障害です。バス停で列の最後尾、バス内の座席を教えていただく時など、背中のブラジャーのバンドを持たれることがあります。また、コンビニの男性店員に買い物ガイドをお願いしたところ、手引きの際の手の握り方が常軌を逸していて、本人に抗議した事がありました。
＊経験の例⑤　初めてのお産の病院で、助産師が座薬を入れた私をトイレに引っ張って行き「鍵は閉めないでね！」と言って去って行きました。誰もいないトイレでも個室を開け放しにはできず、陣痛に耐えながら扉を閉め鍵をかけて用を足しました。また、眼が見えない私は子育て中、周囲からの「かわいそう」という言葉や奇異な視線に傷ついたことも少なくありませんでした。
＊経験の例⑥　具体的なできごとではありませんが、身体障害の自分は女性として欠けているという想いが、子どもの頃からずっとありました。周りからもそう扱われ、親からも期待されていない気がして、自分に自信がもてません。
上記の例はほんの一部です。障害があり、女性であるための生きにくさは、「複合差別」と呼ばれています。問題が複雑にからみあい、解決も困難となることが多いものです。また本人にも周囲にも、それが差別とは分かりにくい場合があります。該当するかどうか迷われることもあると思いますが、「障害があり女性であるために生きにくい」と感じたことがあれば、まずお書きください。

この調査は障害のある女性ご本人に記入をお願いしています。もし、何らかの理由で経験したご本人の記入が困難な場合は、その経験を直接見聞きした身近な方がお書きいただいても結構です。ただし、可能な限り、ご本人に確認しながらご記入ください。

お寄せいただいた情報の取り扱いはプライバシーの保護を厳守し、本調査の目的（＊）外の使用および個人が特定されるような公表は決して行ないません。
（＊）調査の目的：障害女性が出会う困難の実体験を集め分析することによって、問題解決のための方策を思考し、各種施策に有機的に反映させるための一助とします。具体的には来年発行予定の冊子の基礎資料としたいと考えています。
※返信はFAX、郵送、またはメールで　２０１１年９月30日（金）までにお願いいたします。


＜お問い合わせ＞

　　　〒101-0054　　東京都千代田区神田錦町３－１１－８武蔵野ビル５Ｆ

特定非営利活動法人DPI日本会議気付　DPI女性障害者ネットワーク
（担当：鷺原[さぎはら]・島野［しまの］・佐藤[さとう]）

TEL　03-5282-3730　FAX03-5282-0017　E-mail　dpiwomen@gmail.com
ホームページ：http://dpiwomennet.choumusubi.com/
「障害のある女性の生きにくさに関する調査」調査票
障害や病気があり、女性であるために受けたと感じた、あなたの経験、困ったこと、暮らしづらいと感じることをお書きください。嫌な経験を思い出していただくことになるかも知れず恐縮ですが、ご協力よろしくお願いいたします。記入欄が足りなければ、広げるか、別紙を足してください。

	どのような障害・病気ですか？
	

	経験をした地域、場所は

どこですか？
	・差し支えなければ、都道府県を書いてください。関東地方、中国地方といった書き方でも、場合によっては無記入でも結構です。


	経験をしたのは、いつですか？
	・　　年頃　(およそでかまいません)

・その時の年齢　　　歳　　　　　・現在の年齢　　　歳代

	ご本人以外のご記入の場合、

その理由をお書きください。
	

	経験の内容を、具体的にお書きください。

ありがとうございました。


※お名前、お住まい等を、差し支えない範囲でご記入ください。

	お名前
	

	お住まいの地域
	　　　　　　　　　都道府県（または　　　　　　　地方）

	ご連絡先
	住所
	

	
	電話・FAX
	

	
	メールアドレス
	


※書いてくださったことについて詳しいお話をうかがいたいとき、連絡をさしあげてもよろしいでしょうか？　
回答：　イエス　・　ノー　　どちらかに○を付けるか、文字を消してお答えください。
